




























































Reports by Members of Hikikomori Parents' Groups, of Their Experiences 
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Ⅴ　結論
　「親の会」のメンバーの今までの相談体験
から、相談によって傷ついたり不安になった
りしているメンバーの姿が明らかになった。
また、傷つきやすく、不安になりやすい要因
として、親としての自尊心の低下が考えられ
る。「親の会」のメンバーは、相談相手とし
て正しい知識や情報を持ちつつ、ひきこもり
問題を抱える家族や本人を理解でき、その家
族に合った具体的なアドバイスや手助けがで
きる人を必要としている。その要因として、
日々の対応に切実に困っていることが考えら
れる。また、相談相手が話や気持ちを受け止
め、親身になってくれることを役立つと判断
している。「親の会」のメンバーは他の相談
相手に比して有意に役立つとされ、「親の
会」では安心できること、具体的にどうすれ
ばよいか分かることが理由として挙げられ
た。精神科医への相談に関しては、服薬につ
いて医師がどのように考えるかが役立つか役
立たないかの判断に影響を与えている可能性
がある。また、ひきこもる本人に直接会わな
い相談は役立たないという判断もあった。家
族をコンサルティ、あるいはクライエントと
捉え、その枠組みを家族と共有することが重
要である。
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